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表紙右下のロゴについて：地
質調査総合センターは，国際
惑星地球年（IYPE）に賛同
し，活動を支援しています。

◆暑い日々が続きます．先月の北海道洞爺湖サミット
の影響もあるのでしょうか，省エネ，エコが盛んに叫
ばれていますが，読者の皆様は具体的な行動に移す
ことができましたでしょうか．さて，今月号も皆様から
頂いた多岐にわたる一般投稿で構成しております．
エアコンの設定温度を変え，うちわを片手に読むのも
よいでしょう．
◆ 初めは，須藤茂氏による台湾のジオパーク巡りの
話題です．台湾には4つのジオパークがあり，そのう
ちの2つ，野柳，大屯火山群，および北投温泉など，
台湾の観光名所を案内しています．口絵・本文の写
真を見ながら読み進むと，自然が作る絶妙な地景が
眼前に広がるような気がしてしまいます．気軽に読ん
で，ご一緒にジオパーク巡りをするのは如何でしょう．
併せて，日本でのジオパーク登録への活動が大きく進
展することを期待したいと思います．
◆ 続いては相模トラフ域－関東平野におけるフィリピ
ン海プレート－スラブの沈み込みを簡易モデル化し，
公開電子地球科学情報を利用し数値シミュレーション
して震源分布を検討した茂野氏による研究紹介で
す．地下深部の震源分布や地熱資源の把握などの参
考になりますし，本誌5，6月号の関連記事と併せて
お読みになると，理解が一層深まります．
◆ 夏休みで海水浴を楽しまれた読者も多いことでし
ょう．お馴染みになった須藤定久氏ほかによる砂と
砂浜の地域誌です．今回は17回目で，福島県いわき
地区の砂と浜の紹介です．海水浴で海に行かれた方
は，そこでの海浜の様子を観察して本記事と比べて
みるのは如何でしょうか．砂浜が残っているというの
は，海水浴が楽しめる有り難い自然の恵みです．こ

の自然を我々の子孫まで残したいものです．
◆ 引き続き，同氏による入来鉱山のカオリン鉱床の
話題です．須藤定久氏は永年非鉄資源鉱床の研究を
されてこられ，今年3月に定年を迎えました．かつて
日本に存在した鉱山は，現在そのほとんどが閉山し，
探鉱専門家が減少，鉱山調査を経験したことのない
若手研究者が増加しています．そうした状況を憂い，
鉱床の調査手法を後輩へと引き継ぐべく筆を執って
下さいました．これまでの研究を振り返り，古いフィ
ールドノートから伝えたいメッセージを報告していま
す．
◆ 地層を調べその層序を明らかにする手法の一つ
に，地層中の化石類を用いる方法があります．珪藻
もその一つで，珪藻ミニラボの秋葉氏は，日本産珪藻
が初めて記載された仙台産石灰質団塊，そして層序
区分についての話題を提供しています．層序を対比
するための「標準珪藻化石層序」の中新統の層序区
分が，著者らによって大幅に改訂されました．そのあ
たりの事情を，ご本人の文章でお読み下さい．
◆ 専門外の人が最初に参考にするお勧め本を紹介
する「私の本棚」は，今回から始まるシリーズもので，
最初は森尻氏による地殻構造モデル計算に関するも
のです．気楽にお読みいただけると思います．今後
も，地球科学に関する様々な事項についてのお勧め
本が続きますので，ご期待を．
◆ 新刊紹介では，地調OBの山田氏が活断層の書籍
紹介をして下さいました．お気軽にお読み下さい．
◆来月号は中越地震に関する特集を中心に予定して
おります．多彩な誌面とするため，皆様方からの多く
の投稿文をお待ちしております． （金井　豊）




